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岩石用化学分析デｰタ入力のプログラム

吉井嵜正(鉱床部)

MorimasaYos亘工I

1手順のあらまし

今回は筆者が作った岩石用化学分析デｰタを入力す

るプログラムについてご紹介しよう.

ちょっと考えるとデｰタを会話型の電子計算機に入

力する行程たどはごく簡単でほんの数ステップのル

ｰプを作れば事足りるように見える.ところが筆者

はこのプログラムにもっとも頭を悩ますのである･

テｰプのファイル

名の入力

新規NO
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�匀

デｰタの

読み取り

磁気テｰプ

日イ寸･イ乍業名

の入力
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テｰプの
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テLタの

見込数の入力

ファイルの

レコｰド数の

算出

ファイルの
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デｰタの入力(I)訂正(C)ディスプレイ(D)印刷(P)レコｰド(R)

�

1デｰタ分の

訂正

1デｰタ分の

入力

な晋衣らば入力プログラムは筆者のプログラムシ

ステムを利用する人は必ず使うものである･キイボ

ｰドからひとつひとつの文字や数字を間違い校く入力

するという作業は単調である上に注意の集中を必要

とする.経験された方は理解していただけるかと思う

がデｰタの入力作業は気骨の折れるうんざりする

ようた精神労働である･中には初心の方も多く電

子計算機の前にすわっただ

けで拒否反応を示す場合も

実際に少なくない.

そのようなこれまでの

経験からしても筆者とし

ては少しでも手順がよく

少'しでも使いやすいプログ

ラムにしたいと願うのであ

る.また将来どのよう

な種類のデｰタに出合うか

も知れ粗いので変化に対

応できる柔軟なプログラム

にもしたい.そこに入力

プログラムを作る苦心があ

る.

前おきはこれくらいにし

て化学分析値を入力して

テｰプにレコｰドするプロ

行程の選択(“広場")

グラムを筆者はYHP-9845

T(横河ヒュｰレットパッカ'

�

ディスプレイ

磁気テｰプ

ヘのレコｰド

磁気テｰプ

ド社製会話型計算機)用に作

ったのでこのあらましを

説明しよう.その流れ図

を第1図に示す.

おもな作業の流れは

1.デｰタをレコｰドする

テｰプのファイル名･

目付･作業名(デｰタ

名)などの入力

2･化学成分名の入力(新

境の際)

3.デｰブのファイルを作

第1図化学分析デｰタ入力操作のあらまし

デｰタ1個分の入力(訂正)が終るたびに“広場"のステップヘ戻る(本文5参照)�
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策1表化学成分名入力の説明

化学成分名

�

�

�

これらの成分は

合計されて

Tota1オ間に

記入される

Tota1(二A+B+C+D)

引㍗れ

全

部

で

㌰

成

分

ま

で

入

力

で

き

る

“Tota1"の代})に“Sum"を書いてもよい｡

これらは大文字でも小文字でもよい｡

るための操作(新観の際)

4･デｰタの入力(デｰタの番号コｰド各成分の分析

値)

入力の訂正や印刷(必要なら)

テｰプのファイルヘのレコｰド

という順序になる.

このプログラムでは一度テｰプのファイルヘ収めたデ

ｰタを計算機へ戻してデｰタの追加･訂正だとも行

われるカミここでは省略して新規にデｰタを入力する場

合について述べよう.

2新規入力のための操作

筆者の入力プログラムを走らすとまず最初に計算機

がこれからの作業が新規のものかどうかを聞いて来る.

新規の場合は“OPEN"の文字をキイボｰドから入れる.

そのつぎにテｰプのファイル名･目付･作業名(また

はデｰタ名)を入力する.これらはあとで他のデｰタ

とともにテｰプにレコｰドされる.

されるとその前までの成分について化学分析値が合

計されこの襯g記入される仕組みになっている､

“Tota1"(“Sum")のあとには微量成分などを入力すると

よい.これら追加された成分については合計され

ない(第1表).

岩石など珪酸塩の分析成分を扱う場合に備えてSi0･,

����〳��〳�敏���杏�愰���

K20,P･05,H･O+,H･O■,Others,Tota1の計15項目

が“標準化学成分"として用意されている.これを利

用するか使用者カミ自分で成分名を入力するかは行程

の最初で選択する.“標準化学成分"を選んだ場合も

それらのあとに任意の成分を15成分まで追加できる.

ただし筆者による化学分析デｰタ処理プログラムで

は処理すべき化学成分(たとえばC･O)を指定する場

合上に掲げた“標準化学成分"の中でSiO･からP･O･

についてはその金属成分(Ca)も指定できる.この

場合は金属と酸化物の比(ca/c.o)による分析値の換

算カミ行われる｡また任意の2成分についての和を指

定する事もできる(N･｡O+K.Oなど)･同様の考えから

全鉄(T.F｡｡O｡,T.FeO,T.F｡)放ども取扱えるのでこ

れらの成分については改めて入力するには及ば校い､

詳しい説明はあとの回で述べる･

化学成分名の人カガミ終ったら何も文字を入れずに

プログラムステップを進めるキイを押す.入力結果が

再び画面に現われるのでこれを確認して必要なら

成分名の訂正･追加を行う.

この行程の流れ図を第2図に示す･化学成分名は

Comp$(J)という数表に入れられる.成分数はSc

(4)に入れられる.最後に“TOta1"(“Su㎜")の文字

がCo㎜p$(J)の中で深されもし見付かれぱその前

までの成分数がSc(3)に入れられ見付からなければ

Sc(3)=Sc(4)とされる.そしてSc(4)一Sc(3)

の値がCadに入れられる.Cadは“Tota1"などの

文字がCo伽p$(J)の中にあるかどうかの指標として

デｰタ入力行程で使われる.成分名入力行程のプログ

ラムリストを第3図に示す｡(ノルム計算用の化学成分の

入力については本文9で述べる)

3化学成分名の入力

つぎに使用者は化学成分名をキイボｰドから入力する･

標準的に作ったプログラムでは最大30成分まで入力可能

である.成分名の文字としてロｰマ字の大文字･小文

字それに数字が使える.また“Tota1"または“Sum"

の文字を1回だけ使うことができる･“Tota1"(“Sum")

(つづりさえ同じならぼ大文字でも小文字でもよい)が入力

つぎにテｰプにファイノレを作る.これにはテｰプ

のINITIALIZEとファイルのCREATEが必要である･

前者は手動操作で行う･ファイルのCREATEは手動

で行ってもよいし入力するデｰタの見込数を使用者

が与えて自動的にレコｰド数を算出して行う事もでき

る.

つぎに化学成分数Sc(4)をもとにデｰタの許容数�
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入口

成分名用の表

Comp(※)を

空欄にする

一一“Entcump"

化学成分の入力(C)

“標準化学成分"の利用(S)

“S"YES

�

丰

一一'“E皿tc0'

成分名用計数

器丁二1

Comp($(J)に

成分名を入力

一一一“Entc1''

YES入力さまし

た文字が/"

�

乏

文字が

何も外れない

乏

�㌰

�

�匀

Comp$(1)=“Si02"

Comp$(2)=“Ti02"

Comp$(13)二“H20一"

Comp$(14)=“0t止ers"

Comp$(15)=“Tota1"

一一一“Chemstd"

堀

�����

YES“E皿tc2"

≡

�����

乏

���㌰

���

J=ユ

一一一一“Sktot"

.....垂

����

=･T｡｡｡1･｡｡.YES

“S岬"“Skt･t1''

�

乏�����

�匀

J=J+1S･(4)>J

�

丰

������

C･d=S･!4)一S･(3)

一一一一“Sktot2"

成分名の

ディスプレイ

一一一“Prtc"

“Prtc2"

J=Sc(4)十1'

入力終了(1)

成分の追加(2,

入力や1)直し(3)

㌱

①

出口

重/

Comp$(J)の中の文字を大文字に

変えそれが“TOTAL"または“SUM"

と同じかどうかの判断をする｡

第2図化学成分名入力行程の流れ図

“Entcmp"だとは第3図にあるラベル名

(入力可能なデｰタの最大数)をつぎのように算出する.

�����副督潭����獣��

ここにRowcom=1800Rowmax=15が標準としてあ

る.ただしNo$(I,J)のデｰタ数(I)が2400個

Comp$(J)の成分数が30成分をそれぞれ限度とするの

でSc(2)とSc(4)(≦30)の値は制隈を受ける.

したがってここで取り扱えるデｰタの最大数は化

学成分数30成分のとき900個11成分以下では2,400個と

たって入力成分数に従ってこの範囲で変動する.(ノ�
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第3図化学成分名入力行程のプログラムリスト

1≡;111II,1二1卜11=ml:1牟

｣･1■コτHEH筍≡1:tot1

りする事カミある.化学分析値

の中には数値が欠けているデ

ｰタもしばしぱありこれは数

値Oと区別せねば放ら狂い.

このような状況に対処するため

にある特定の記号を入力する

と特殊な操作が実行できるよ

うにしてある.すなわち

“/"いま入力中のデｰタについ

てデｰタ番号を入力する

ステップまで戻る､

“="ひとつ前のデｰタの同じ項

目で入力Lた値と同じもの

が自動的に入力される.

“一"a)デｰタ番号欄では室欄

に放る.b)コｰド欄で

は“."が10個打たれ

“不使用"の表示になる.

C)化学分析値欄ではメ

モリｰの数表には(デｰタ

がない事を識別させる値と

して筆者が定義した)

9E63が入力され画面に

は“....."が

表示される.

9845Tでは入力操作のとき

CRTの画面左下に入力事項を

文字で表示できるので入力す

る数字の制限などが直観的に

わかるようにしておくと親切

な上字数が多すぎてエラｰカミ

発生するのも防ぐことができる.

デｰタ番号(9文字以内)の入

力表示は

ノレム計算用のデｰタ数については本文9で述べる.)

4デｰタの入力

デｰタを入力する行程はもっとも会話型的な部分で

ある･陰極線管(CRT)の画面の左端に上から順に

“No."“Code"およびさきほどの入力した化学成分名が

現われるのでその表示に従って使用者が値をキイボ

ｰドから入力する･画面上に化学分析表が作られて

行く･各デｰタの上には通し番号(数表の行番号I)カミ

打たれるので入力デｰタ数狂ともただちにわかる.

デｰタを入力する過程では途中で間違えてそのデｰ

タの分をはじめからやり直したくなったりするしコｰ

ドの場合などは同じ値カミ各デｰタに連続してうんざ

乏�

��

入力された文字はこの表示の直下に現われるので

使用者は表示に従って入力すればよい･上の例では表

示は9文字から成っており($9)は“文字例で9文字以

下を入力せよ"という指示を意味する.

同じくコｰドについては4つのサブコｰドから構成

されているので(本誌315号)

*..#茸#:

と表示する.

各サブコｰドについて

この表示に合�



断舶E･lt蟹=I三=〔:h=1入力されたテｰタ番号はNo$(I,1)に

1…;1=〕1:1冨目

1;1コTlコ三ヨ個コｰドはNo$(I,2)に

ErIt1:I量=1≡:一=l1111:1+1

IF=≡≡｡｡{いく≡≡;,｡榊THEH(IlJ)にそれぞれ入れられる

…=;言;E1-F1LEF1LLE工1;'〔=〔1岬二〕"しキイボｰドから直接これらの数表に

■;■=lTIコEド入力されるのでは荏くデｰタ番号とコ｣

工=工三

E｡一t冒:叩エHTp目1;EドはNt$化学分析値は最初は文宇

一一一■F戻IHTUl≡;IHl=≡::;斗臼;H1幸
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....IFTHEト{PRIHTL一三…=Iト{I;=:削;ト雌11･Jl〕＼

1F〔:hく･1THElい1洲I,J:1昌1111れを読み取って処理するためである.

一一Ht幸=Hl:1キ11:工,J:1

一一一一IFJ.1THEH川FLITllH口..一､...閉=ゴ≡,Ht車また入力された値はデｰタ番号が

……IFJ=三THEト,エ岬LITll+･･一神#::=II･服牽Nt1$(1)にコｰドがNt1$(2)にイビ;

IFHt幸=■■〆I'THEHE･lt言!長1舳舳tl･1ヒ1骨1ヨ汁1仙1目

IFHt事=■■;IITHEHHt幸=Ht1幸■:=J::'!l1i訓i旨帖th嘗一帥盲学分析値はDO$(J)にそれぞれ複写

一一一一工FHt事く}1I一■■THE制･

一r一一1FJ･三THEトいれ幸･F■一雌!I二=一｡jdポ言ヒ,1甜,kされる･これは“="が入力されたと

;7斗日Ht=1国一LEト'1:lHt車1:l

IFJ｡三THEHH口幸(I,J=:｡卯不幸(l1.l1淋幸きに該当する各項で前回の値を再入

■}■1工FJ=iTHEHH口幸く工･J=工=県=PT幸(lIIIlHt二〕=}Ht泰力させるためである.
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…≡≡≡llI;;く!llエ1;､1ヨ11=;,｡､､冒11:1,H…が･･宇に足り狂いときは右つめにし

…1一:ll:lR11淋1;11て数表に入れられる･まず入力された

IF工1t幸=II/1■THEHEnt言字数から不足の字数を求め

三一∋:…;臼IF工1t幸=一一一■1THEH工1t幸=I一号E盲1:ピ{

工戸工1t幸昌一1;一1THE村刀t幸=]〕冒李1:J)

工11:lI,Jl:1=}RL(工1t幸1:1

一一一工1肺1=J==1=工It幸Nt=10-LEN(Nt$)

■一一■工F工1(工,Jl,}=冒E百ヨTHEH昌垣i目

■一■■1;IHTLlllll11;三11111;1螂)川｡｡｡｡｡首1斗｡､｡1舳,｡)つぎにデｰタ番号では左余白にスペ

:三層ヨ目1;1コTl=l1一一一I

1洲目F肩11打1｣:1;Illl;111醐;'1.....ll一スを作るため

11一■■:HEl･1:T.J

1三目:三1目IFl::卜,く=士THEH昌I=1111111=I量

1珊柵IFl=:且一1}=1THEト1工1(エペ≡;〔(1三11〕十1壮丁竈帖1No$(I,1)=RPT$C`",Nt)&Nt$

1珊三日〔1二11言1｣工1FIrt百

;三1百首臼1;1二1T[lEr

第4図化学分析値入力行程のプログラムリストコｰド番号ではその余白に“"を

入口のラベル名と実行内容はEnt0:新規の入力打つために

Ent1:デｰタの追加Enteデｰタの訂正.

行先のラベル名はEr:“広場"(第5図).

Prt6:ディスプレイサブルｰチン(第6図).No$(L2)=RPT$ぐ`･"･Nt)&Nt$

指標Chによる操作の種類1:入力2:訂正

PRINTUSING文で引用するIMAGE文は第6図下部と共用.

という操作が行われる･デｰタ番号

わせて入力するのを原則とする.の右つめはおもに作表したときの美観のためだがコ

テｰタ入力行程のプログラムリストを第4図に示す.一ドについてはスペｰスかあるとデｰタ処理プログラ

この行程への入口は新規八カの場合は“Ent0"そムでサブコ』ドに分解する際に問題が生じるので“."

れ以外の入力では“Ent1"である･入力行程はデｰで埋めておく.

タの訂正行程(入口は`慨te'っとほぼ同じステップを共狂お入力デｰタ数はSc(1)に入れられる.また

周している･両行程はChの値(1:入力2:訂正)デｰタの許容数(入力できる擾大数)はSc(2)に入れ

を指標として分岐する｡られている.�
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ア斗萬Er:三幸=Ill≡;■I

F5與F'艮IHTEド1工;;1百

一一一Iト作･1｣T11昌円}11E-ll:PRE暮1≡;'[:〔lHT“:11一エト作11｣丁三11;工=11パζ:〔/工1工ξ1FlL月､'?11:工1=11

E1二:1二1R]二1?lllR=llIl,三幸

ア下日工F～幸=1.暮I■THEト,冒富国

工F～幸:IlIIlTHEH1二}一I:1

7冒日IF～幸=u1二:IITHEH〔1ト1=量

冒垣日工1=～幸=1,工1HTHEト,〔1卜I=漬

君≡11日IFZ幸昌1■PllTHEト“1=1トｰ=斗

;■i-IFZ幸=1I肩1IITHEト』1=:h=5

1…;1:1臼工F二1･=il〕Rト,工1く=日111THEト』暑百日

1…;斗目]≡;EEP

___i;〔lT口Er

=≡1盲蟹1二1H〔:ト11;1=lTl〕Ent1,1二■:1r,I=.rt,Frt,艮.=一:i

第5図“広場"のプログラムリスト

キイボｰドから入力される文字によって5通りに分岐させるため0NGOT0文を使っている.

字を入れずにプ声グラムステップを進めると前回と同じ行先に分岐する.

/F'Rエト,T?lllP=11“戻

何も文

5“広場"のステップ

1個分のデｰタの入力が終ると“Total"(“Sum")の

項がある(C･d≧1)場合その欄の前までの化学分析値

カミ合計されて“Tota1"(“Sum")欄に記入される･そ

してディスプレイのサブルｰチン(第6図のPrt6以下)

によってそのデｰタを含む一連のデｰタが最大6個

まで画面に表示される.使用者はいま入力したデｰ

タを前のデｰタと比較しなカミら見直しする事ができる･

これと同時に画面左下につぎの行程についての使用

者からの指示をあおぐ表示が出る･その内容はつぎの

とおりである.

ユ｡デｰタを入力する(I)

2.デｰタを訂正する(C)

3.デｰタをディスプレイする(D)

4.デｰタを印刷する(P)

5.デｰタをレコｰドする(R)

使用者はキイボｰドから()内の文字を入力しつ

ぎの進路を指示する一いま行ってきた行程をそのまま

続行したいときは何も文字を入れないままプログラ

ムステップを進めるキイを押せばよい.

このようにひとつのデｰタを入力し終るたびにど

の行程にも分岐できるようにしておくとデｰタの誤り

については見付けしだい訂正できるしこれまでに入力

した一連のデｰタをひとまずテｰプのファイルにレコ

ｰドして作業を中断する事もできるので使用者とし

てはゆっくりした気持で仕事カミできる.

筆者はこのプログラムステップに“広場"という

名を付けてみた･それはちょうど乗換えの客でにぎ

わう駅のコンコｰスを思わせるからである.この部分

のプログラムリストを第5図に示す.

6訂正の行程

入力したデｰタの訂正をするときは“広場"のステ

ップで(C)を選択する.訂正すべきデｰタはデｰタ

番号または通し番号で呼び出される.この呼び出し方

法は使用者が選択する.

訂正行程はプログラム的には入力行程と大体同し

てそのプログラムステップ(第4図)の“Ente"から入

り指標Ch=2によって入力行程から分岐する.

訂正の場合もデｰタの入力と同じ要領で操作するが

デｰタはすでに各数表に入っているのだから訂正す

べき項目で新しい値を入力するほかは何も文字を入れ

ないでプログラムステップを進めるキイを押せばよい.

ひとつのデｰタの訂正が終るごとに“TOta1"(“Sum")

の欄も書き換えられてステップは“広場"へ戻る.

7ディスプレイまたは印刷の行程

デｰタを画面にディスプレイしたりプリンタで印刷す

る行程を説明しよう･ディスプレイも印刷もその媒体

が異なるだけで基本的には同じだからこれらをまと

めてここでは“表示"と呼ぶ事にする.

デｰタの表示は“広場"のステップで(D)または(p)

を選択し訂正のときと同じくデｰタ番号または通し番

号で必要校デｰタを指定する.ただしデｰタが1

個だけ表示されるのではたくそのデｰタを含むへ一ジ

が表示される.つまり通し番号1,7,13一･に始

まる一連のデｰタカミ1ぺ一ジに一般には6個最終ぺ

一ジでは端数の関係で6個以下表示される.指定さ

れたデｰタカミ何列目に来るかはその通し番号しだいで

ある.

これらの行程のプログラムリストを第6図に示す･

このリストに沿って少し説明をしよう｡

いま1ぺ一ジにKn(ここでは6)個のデｰタを表示す

るとき通し番号I･番のデｰタ(指定されたデｰタ)を含�
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簾6図

ディスプレイまたは印刷行程のプログラムリスト

各ラベルなどについては本文7参照.�



一58一

むへ一ジの最初に来るデｰタの通し番号Igは

Ig=INT((Irユ)/Kn)*Kn+1

として求められる･したカミってIg番からI･十Kn-1

番までのKn個について表示される､もしデｰタの残

りがKn個に足りないときは残った個数を表示する.

残りの個数Irはデｰタ数Sc(1)をKnで割った余り

すなわち

��挨����

ちN1$N$(J)は項目名に対応しN1$=“Seria1"

N$(1)=“No."N$(2)=“Code"の文字が入れられ

ている.

表示方法はChを指標にして分岐しCh=4のとき

は印刷それ以外はCRT画面でのディスプレイである.

この行程からの出口にはつぎのものがある.

Er:“広場"

Fno:キイボｰドからデｰタ番号を入力しそれをもとに

通し番号(配列の行番号I冒)を求めるサブルｰチン

(このプログラムリストは省略した).

で求められる.

ぺ一ジは

Page=(Ig)一ユ)DIVKn+ユ

で算出され打つことができる.

この方式によると各デｰタの位置が固定するので

デｰタを訂正したときなどはそのぺ一ジだけを印刷し

古いリストと差し換完ることができる.

1ぺ一ジ分表示すると動作が停止しプログラムステ

ップを進めるキイを押すたびに1ぺ一ジづつ表示する

ように作ってある.これはディスプレイの際には必要

であるが印刷の場合も必要なべ一ジだけ出せるので

紙の節約になる.

第6図で見るようにこの行程にはいくつかのサブル

ｰチンが組み合わされており入口も多いので各入口

のラベルとそこから入った場合の実行内容などを記し

ておこう.

Prti:見出し部の表示｡その内容はファイノレ名･目付

･作業名･現デｰタ数･最大デｰタ数(デｰタ許容

数)･分析値が合計される成分数･全成分数.

Prt:“広場"からの入口.

Prt1ユデｰタだけの表示･(目下不使用)

Prt6:入力(訂正)行程からの入口.

Prt6b1ぺ一ジに表示するデｰタ数およびべ一ジの算出.

改ぺ一ジなどについての使用者との応対.

PrtO:化学分析表の作表と表示.

Prt0以下のラインでは上から通し番号･デｰタ

番号･コｰド･各化学成分の順に表示し各行は項目

名(成分名)にはじまり各デｰタの内容が左から右へ規

定の個数表示される･プログラムリスト中の変数のう

8デｰタのレ=1一ド

デｰタの入力は磁気テｰプヘのレコｰドで終る.

“広場"のステップで(R)を選択するとテｰプが走り

入力された一切のデｰタカミテｰプのファイルに入れら

れる.プログラムステップはこのあと再び“広場"

へもどるが作業としては一段落である.

たおデｰタのレコｰドに先立ちデｰタを収容して

いるメモリｰの数表の配列規模がデｰタ数に合わせて

変更される･筆者はプログラムの冒頭で宣言した配

列規模をデｰタの配列に合わせて随時変更するやり方

を採用している･これらの点とデｰタを収容するテ

ｰプのファイルの構成についてはつぎの機会に述べよ

う.

9ノルム計算用人力プログラムについて

ノノレム計算をするデｰタの入力には専用のプログラ

ムが用意されている･基本的には上に述べたプログ

ラムと同じだが異なっている点について記しておこう.

化学成分入力行程では“標準化学成分"またはこれに

Cr･O呂とNiOを加えた成分のどちらかを選択する

ようになっている･追加可能な成分数は“標準"の場

合は15Cr･O･とNi0を含む場合は13である.ただし

追加成分についての合計値の表示やノルム計算はでき

たい.Cr.O｡とNi0が加わった場合はIdx$(10)に

“CN"の文字が入れられノルム計算プログラムヘこ

のデｰタがCr･0･とNi0を含む旨の申し送りがされる.

デｰタの許容数はノノレム計算行程にメモリｰを食わ

れる関係で少し減り化学成分数30成分の場合は850

個成分の追加をしない場合は1700個(Cr.O.NiOな

し)または150C個(Cr.O.NiO付き)であり成分数に

よってこの範囲で変動する.�


